


●●研修実施ガイド



■所要時間：　　　　分
　1．　　　　　　   分
　2．　　　　　　　 分
　3．　　　　　　　 分


■事前準備：

■準備物：
 
■ポイント： 


【実施ガイド】

■1コマ目

1． 

2． 
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■2コマ目

1． 

2． 

3． 



■3コマ目

1． 

2． 

3． 





※以降サンプルです。アップロードの際には、以下内容を削除した上でお願いします。

サンプル①：プロジェクター投影資料がパワーポイントで、ノート欄に記載している場合
※パワーポイントのノートに記載する場合は、各ページにて進め方、解説ポイントなどを
記載してください。（投影用資料参照ください）

サンプル①：組織力強化研修実施ガイド


■所要時間：半日（ワークを増やせば1日実施も可能）
■事前準備：受講者から、組織に存在すると思われる組織規範について事前アンケート
を回収の上、とりまとめる必要あり
事前アンケートについては、本音が出てくるように、企業集約ではなく
直接講師に送ってもらうようにする。（FAX、メールにて）
■準備物：仕様書参照
■ポイント：組織規範の改善が目的なので、グループは同じ部門、課全員で実施する
　　　　　　ことが必要
　　　　　　異なる部門がいくつか集まって実施する場合は、部門毎に分けて実施


【実施ガイド】

プロジェクター投影資料パワーポイントのノート欄参照
（パワーポイントのバナー　→　表示タブ　→　ノート選択）

＜ノート記載イメージ＞
[image: C:\Users\kiduku\Desktop\図2.png][image: C:\Users\kiduku\Desktop\図3.png]



サンプル②：プロジェクター投影資料が無い、もしくはパワーポイントでない場合
※コンテンツが滞りなく進められるように、進め方、解説ポイントを記載してください。

サンプル②：スタンスビルディング研修実施ガイド



■所要時間：180分～220分
　1．ワークフロー解説　5分
　2．各ワーク実施　　　170～200分　
（個人ワーク5～10分、グループ共有15～20分、全体共有、フィードバック10分）
　3．まとめ　　　　　  10分

所要時間は目安です。各ケースやグループの人数に応じて適宜変更してください。
ワークシートも設問が2つないし3つありますが、全てやるか一つに絞るか、目的に
応じて調整してください。
全体共有時間はグループ数や持ち時間に応じて、全グループに発表してもらうか、グル
ープを絞るか調整してください。

■事前準備：－

■準備物：ワークシート人数分、筆記用具

■ポイント：表面的なところに留まるケースが多いので、もっとないかと掘り下げること
　　　　　　を促す


【実施ガイド】

＜開始時＞

1．今から働くスタンスを確認するワークを行います。新卒同期入社の太郎君と花子さん
が登場するケーススタディにて社会人として、ビジネスパーソンとして持ち合わせて
おくべき基本スタンスについての確認を行うワークです。

2．配布してある資料を確認してください。設定の元で異なるケースが6つ用意されてい
ます。それぞれのケースについて個人で考え、グループでどんな意見が出たか共有し、
最終的に全体で共有を行います。

3．ケース自体はさほど長くないですが、色んな要素がありますので、早目に終わったか
らといって時間が過ぎるのをただ待つのではなく、他にないかと色んな視点で確認し
たり、考えたことについて深く掘り下げを行うなど時間を有効に活用してください。

4．では、基本設定を確認しましょう。3分時間を取るので、それぞれ確認してください。
　　　　～設定確認（3分）～

5．（設定確認時間終了）宜しいですか。この時点で何か質問があればお願いします。


＜ケース毎ガイド＞

6．それでは各個別ケースについて考えていきましょう。まずは個人ワークです。ケースを読んで
　　1つ目：「気になるところ、問題だと思うところ、どうすれば良かったのか」
　　2つ目：「この事例を読んでの感想、気付き、学び」
　　3つ目：「もし自分が働く環境に置かれた時に、この事例をどう活かすか」
　　ということについて記入をお願いします。
　　先程お伝えしたとおり、早目に終わったら色んな視点で考える、掘り下げるということをお願いします。
　　時間は●分間取ります。では、どうぞ。

　　　　　　～個人ワーク（5分～8分）～

7．（個人ワーク時間終了）はい、時間になりましたので手を止めてください。グループ共有に入ります。それぞれどんな意見が出たのかを一人ずつ共有してください。同じような意見であったとしても構いませんので、「●●さんと同じです。」ではなく、自分が書いたことをしっかりと共有しましょう。同じ意見が出たということは、誰もがそう思っていることの証であり、大事であるということが客観的に認識できますよね。グループ共有が終わったら、どんな意見が出たか全体で共有しますので、発表できるようにグループの意見の集約をお願いします。それぞれ考えが違うと思うので、もしまとめきれないということであれば、こんな意見が出たという羅列形式でも結構です。
　　全員の共有が終わって時間が余ったグループは、個人ワークと同様に、全員で他にないか考えたり、何故そういう考え方をしたのか気になったことを確認し合ったりと深掘りをお願いします。

　　　　　　　～グループ共有（15分～20分）～　　
※グループ共有中に講師、ファシリテーターはホワイトボードに設問毎記入準備
（気になった、問題点、どうすべき / 感想、気付き / 仕事にどう活かす？　）

8．（グループ共有時間終了）はい、時間になりましたのでグループワーク終了です。
　　では、全体で共有していきましょう。どんな意見がでたのか各グループより共有して頂きます。宜しくお願いします。

　　　　　　　～各グループからの発表～　
※講師、ファシリテーターは各グループの発表をホワイトボードに記入
発表に対するコメント、伝えたいメッセージは全グループの発表を終えて実施
特筆すべき内容や忘れそうなら、コメントについては都度実施しても可

9．（グループ発表終了）はい、いい考えや意見、斬新な意見色々でましたね。
では、このケースでお伝えしたいこと、覚えておいて欲しいことについて述べます。

10．受講生から上がってきたホワイトボードの記入内容にふれながら、フィードバックポ
イントを参考にコメント、伝えたいメッセージを伝える。


ケース毎に6～10を繰り返し実施


【ワーク補足事項】

＜ケース4の6について＞　ケース４のみ、設問が異なりますので以下内容にて実施

6．それでは各個別ケースについて考えていきましょう。まずは個人ワークです。ケースを読んで
　　1つ目：「この事例が伝えたかったことは何か」
　　2つ目：「もし自分が働く環境に置かれた時に、この事例をどう活かすか」
　　ということについて記入をお願いします。
　　先程お伝えしたとおり、早目に終わったら色んな視点で考える、掘り下げるということをお願いします。
　　時間は●分間取ります。では、どうぞ。

＜その他＞
・個人ワーク、グループワークでは共有されていても全体共有の場で発表されないという
ことが多々あるので、ワーク中は巡回しながらそれぞれの考えや意見を確認し、秀逸な
考えや皆に共有した方がいい考えがあれば、メモを取っておいて全体共有時に共有する。
・グループから発表内容の中には、想定外のものもあるが、否定するのではなく「なるほ
ど、そういう考え方もありますね」と一旦受け止める。どうしても修正が必要な場合は
フィードバックのタイミングで理由付で補足を行う。
・いい意味での想定外、いい気付きについては、しっかりと称賛する。
・早目に終わる個人、グループがあった場合は、確認した時点でそばに行き、もっとある
かもということで掘り下げを促す。
・グループの発表者が毎回同じになるようであれば、グループ変えを行うなり、折角6つ
[bookmark: _GoBack]　ケースがあるので毎回発表者は変わりましょう、と促し全員の参加意識を高める。


以上
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